
平成２２年度 生徒会スローガン決定！
～生徒総会～

うれし、はずかし国際交流
～シンガポールの中学生が来校～

三
か
月
を
過
ぎ
て

校
長

麻
生

廣
文

「
小
学
校
と
中
学
校
だ
い
ぶ
違
う
で
し
ょ
う
。
」
阿
蘇
北
中
に
赴
任

し
て
「
小
学
校
と
の
違
い
」
を
よ
く
聞
か
れ
る
。

「
シ
ス
テ
ム
や
一
年
間
の
動
き
は
少
し
違
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
学

校
は
学
校
。
子
ど
も
と
先
生
が
い
ま
す
。
そ
う
変
わ
り
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
違
い
と
い
え
ば
生
徒
に
冗
談
が
通
じ
や
す
い
こ
と
か
な
。
」
と

答
え
る
。
私
は
、
中
学
校
は
管
外
で
三
年
間
勤
務
し
た
経
験
し
か
な
く
、

と
ま
ど
う
こ
と
も
た
ま
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
乗
り
切
っ
て
き
た
の
で
心
配
は
し
て
い
な
い
。

よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
尋
ね
る
。
尋
ね
る
と
今
ま
で
の
取
組
の
概
要
が

わ
か
る
。
特
に
教
頭
先
生
は
一
つ
一
つ
の
行
事
や
出
来
事
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
問
題
と
な
っ
た
こ
と
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
乗
り

切
っ
て
き
た
か
な
ど
を
詳
し
く
話
し
て
い
た
だ
く
。
新
し
い
学
校
に
赴

任
し
た
と
き
は
、
や
は
り
こ
う
し
た
存
在
の
先
生
が
い
た
り
、
頼
り
に

な
る
先
輩
た
ち
が
い
た
り
す
る
と
心
強
い
。
い
く
つ
か
の
出
来
事
を
経

験
す
る
と
、
そ
の
学
校
な
り
の
取
組
が
見
え
て
く
る
。

「
中
学
校
に
変
わ
っ
て
大
変
で
し
ょ
う
。
」
と
ね
ぎ
ら
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
私
の
教
職
人
生
は
異
動
の
た
び
に
変
化
に

富
ん
で
い
た
。
阿
蘇
管
内
の
複
式
小
学
校
、
熊
本
市
内
の
マ
ン
モ
ス
小

学
校
、
国
立
大
学
の
附
属
小
学
校
、
マ
ン
モ
ス
中
学
校
、
教
頭
、
指
導

主
事
、
小
学
校
長
、
指
導
課
長
、
そ
し
て
中
学
校
長
。
規
模
も
地
域
も

似
た
よ
う
な
職
場
は
一
度
と
し
て
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
得
た
教
訓
は
「
解

決
の
な
い
課
題
は
な
い
。
」
「
先
輩
た
ち
の
理
念
を
学
べ
。
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
最
近
知
っ
た
が
、
孔
子
も
「
師
の
求
め
た
る
跡
を
求
め

ず
、
師
の
求
め
た
る
と
こ
ろ
を
求
め
よ
。」
と
説
い
て
い
る
。

学
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
で
も
子
ど
も
が
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
い
る
限
り
信
ず
る
教
師
道
を
貫
く
気
力
が
ふ
つ
ふ
つ
と
わ
き
上
が
っ

て
く
る
。
異
動
の
た
び
に
、
不
安
よ
り
楽
し
さ
の
方
が
勝
っ
て
い
た
。

私
の
教
職
の
お
そ
ら
く
最
後
で
あ
ろ
う
三
年
が
始
ま
っ
た
。 №５

平成２２年７月５日

阿蘇北中広報誌係

文責 小原 宮本 西村

６月４日（金）に生徒総会が行われました。この総会に至
るまでには、生徒会執行部や各委員会の委員長・副委員長の
苦労がありました。まず彼らは、担当の先生と年間計画や各
種スローガンを作り、全校生徒に提案しました。そして、各
クラスでは、班でその提案を話し合って計画への質問や「こ
うしたらもっとよくなるのでは。」などの提案をしました。
これらが出そろったところで、執行部をはじめ委員長たちは、
その返答を考えていったのです。

生徒総会では、各クラスが質問のためクラスのボードを挙
げるので、司会がクラスを指名して代表者に質問などを発表

し、それに委員長や副委員長などが答えていき
ました。全校生徒が真剣に総会に参加し、とき
に笑いもある和やかな中で今年度の生徒総会は
終了しました。５１年目の
阿蘇北中も５０年の伝統を
引き継ぎ、良いスタートが
きれています。今年度もみ
んなで頑張りましょう！

【生徒会スローガン】

Ｌａｓｔ Ｓｐａｒｔ
～５１年目を駆け抜けろ～

６月２日（水）にシンガポールのリバーサイド中学校の
生徒さんたちが阿蘇北中に訪問されました。海外研修という
ことで予定では宮崎県へ行かれる予定でしたが、口蹄疫の関
係で、急遽、熊本県の阿蘇市への変更になりました。あまり
にも急だったため、私たちにできる精一杯のお持てなしを考
え、２，３年生の各教室での給食や掃除を通した国際交流を
行いました。

生徒たちは、事前に英語の授業で配られたプリントを見な
がら自己紹介や質問を自分なりにやっていました。”「ドラえ
もん」知ってる？”の問いに、”うん、知ってるよ。”と返事
が返ってきたときには、班全員が「おお～」と通じた喜びの
声を上げていました。また、タイの生徒たちには掃除をする
習慣がないので、掃除が新鮮にうつったようでした。最初は
お互いに緊張していましたが、タ
イと北中の生徒たち両方に笑顔が
見られるようになりました。

授業で習っている英語を活用す
る機会となり、英語が世界の人々
とコミュニケーションをとるため
の道具であることを実感したので
はと感じました。

学校がスッキリ！
大変遅くなりましたが、５月末に早朝より

育友会厚生委員会の皆様に除草作業をして頂
いたことで、学校がスッキリ綺麗になりまし

た。また、ｽｸｰﾙﾊﾞｽの運転手さんにも土手な
どを刈って頂き、皆様のおかげで整った

環境で学校生活を送ることができる
ことに感謝致しております。

もうすぐ夏休み
７月２０日（火）は
１学期の終業式です。
２１日から８月２９
日（日）までの４０
日間の長い夏休みが
始まります。この機
会に、１学期の振り
返りや夏休みの過ご
し方についてご家庭
で話す機会を設けて
もらえればと思いま
す。

授業参観、人権講演会
ご参加ありがとうございました。

２日は梅雨のかなり蒸し暑
い中に授業だけでなく、人権
講演会にも参加して頂きあり
がとうございました。暑くて
も頑張って授業を受けたり、
講演を聞いている生徒の姿
に今の北中生の良さが表れ
ていたと思います。今後も
よろしくお願いします。

☆みんなで頑張った中体連☆
６月２６，２７日に阿蘇郡市中体連大会がありまし

た。これまで１，２年生を引っ張って部活動を頑張って
きた３年生の集大成の大会です。選手推戴式では、どの
部のキャプテンも意気込みを一生懸命伝えており、その
熱意が伝わってきました。中体連本番では、どの部活動
も熱戦を繰り広げた様子が、その後の
学校生活でも伺えます。県大会に出場
する部活動は、さらにチームワークを
深めて頑張ってください。また、残念
ながら部活動を終えた３年生は次の目
標を見据えて自分を見失わずに、毎日
を大事にして欲しいと思います。 『選手宣誓 杉田大地君』

【結果（団体）】 【結果（個人）】 (ｻｯｶｰ部主将)

・男子バレー部 ２位 ・卓球 男子３位 橋本慎太郎
・女子バレー部 優勝 女子４位 山本彩乃
・男子ﾊﾞｽｹｯﾄ部 優勝 ・柔道 55Kg 級優勝 嶋田稔也
・女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部 優勝 ２位 黒川 駿
・サッカー部 優勝 60Kg 級２位 黒川隼斗
・ソフトボール部３位 63Kg 級優勝嶋田菜緒子
・柔道 （男子）２位 ・相撲 １年の部優勝 山部智輝
・卓球部（女子）２位 代表の部優勝 靍林拓哉
・相撲部（男子）優勝 ・空手 代表の部組手優勝 岩永翔汰

1 年の部組手優勝 中塚環奈


